
2022年10月1日時点の人口推計

日本人は、前年に比べ75万人減の
1億2203万1000人
（比較可能な）1950年以降で最大の落
ち込み
将来を担う14歳以下は、1426万
6000人で、総人口に占める割合は
過去最低の11.6％
人口の先細りは確実で少子化対策
の拡充が急務毎日新聞記事（2023/4/13）より
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国立社会保障・人口問題研究所 HPより
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11.6% 29.5%

⽇本の⼈⼝（⽇本⼈ 2014〜2022）
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▲221人

17人

15.2% 21.6%

瑞穂市の⼈⼝（2014〜2022）
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瑞穂市の将来⼈⼝推計
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瑞穂市の将来⼈⼝推計２
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瑞穂市 8,978 8,294 35,263 33,114 11,850 15,169 56,091 56,577

市区町村
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高齢化に対する政策
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瑞穂市の状況〜「⼩学校」区別の⼈⼝

「市の統計」 瑞穂市HPより

人口のうち
子どもの増減
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⽇本のこども政策〔６つの基本理念〕

内閣官房HPより

こどもや家庭が抱える様々な複合する
課題に対し、制度や組織による縦割り
の壁、年齢の壁を克服した切れ目ない
包括的な支援

こどもの視点、子育て当事者の
視点に立った政策立案

全てのこどもの健やかな成⻑、
Well‐beingの向上

誰一⼈取り残さず、
抜け落ちることのない支援 データ・統計を活用したエビデンスに基づく

政策立案、ＰＤＣＡサイクル（評価・改善）

待ちの支援から、予防的な関わりを強
化するとともに、必要なこども・家庭
に支援が確実に届くようプッシュ型支
援、アウトリーチ型支援に転換
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